
　
１
９
４
５
年
の
創
業
以
来
、
ダ
ク
ト
工

事
、
配
管
・
設
備
工
事
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業
を
展
開
し
て
き
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
。
プ
ラ
ズ
マ
製
造
機
な
ど
を
使
っ

て
、
亜
鉛
鉄
板
や
ス
テ
ン
レ
ス
等
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
状
に
切
断
し
て
い
く
ワ
ザ
に
は

定
評
が
あ
る
。
受
注
し
た
施
設
に
合
っ
た

製
品
を
生
産
し
、
取
り
付
け
ま
で
一
貫
し

て
行
う
た
め
、
評
判
が
評
判
を
呼
ん
で
成

長
し
て
き
た
。

　
現
在
で
は
北
関
東
か
ら
東
北
の
各
地
に

拠
点
を
設
け
、
空
調
ダ
ク
ト
や
各
種
設
備

工
事
の
施
工
を
一
貫
し
て
取
り
組
む
体
制

を
整
備
す
る
ま
で
に
。
関
連
会
社
の
ひ
と

つ
エ
ヌ
ケ
ー
製
作
所

(

福
島
県
郡
山
市)

で
は
工
場
省
力
化
機
器
や
熱
処
理
装
置
な

ど
を
設
計
・
製
造
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ

ヌ
ケ
ー
紫
波(

岩
手
県
紫
波
町)

で
は
ス
テ

ン
レ
ス
加
工
、
空
調
ダ
ク
ト
を
製
造
。
協

立
ダ
ク
ト
工
業
（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
は

ダ
ク
ト
の
製
造
・
取
付
・
保
守
を
実
施
。

さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
を
専
門
と
す
る
エ
ヌ
ケ
ー
・

テ
ッ
ク
も
設
立
し
、
グ
ル
ー
プ
内
に
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
原
価
管
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
今
後
は
、
こ

の
社
内
シ
ス
テ
ム
を
外
部
に
も
展
開
し
て

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　
幅
広
く
事
業
展
開
を
し
て
い
る
が
、
本

業
は
や
は
り
モ
ノ
づ
く
り
。
近
年
は
、
コ

イ
ル
自
動
供
給
装
置
を
開
発
し
注
目
を
集

め
て
い
る
。
こ
れ
は
電
線
に
張
力
を
加
え

て
、
コ
イ
ル
軸
を
回
転
さ
せ
、
自
動
的
に

銅
線
を
供
給
す
る
装
置
。
ま
た
、
平
角
な
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11
月
５
日
（
金
）
、
第
28
回
目
の
「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
人
づ
く
り
」。
人
が
育
て

ば
企
業
や
組
織
も
伸
び
て
い
く
。
ど
れ
だ
け
意
欲
の
あ
る
社
員
を
育
成
で
き
る
か
が
、
大
き
な
カ
ギ
を
握
る
。
神
亀
酒
造
の

よ
う
に
他
の
蔵
元
が
修
行
に
訪
れ
る
企
業
な
ど
は
、
そ
の
極
み
と
い
え
る
。
元
気
企
業
の
人
づ
く
り
に
ぜ
ひ
注
目
し
て
ほ
し
い
。

同社の内藤清吾社長

銅
線
を
楕
円
に
巻
く
「
平
角
線
楕
円
巻
線

機
」
な
ど
も
開
発
し
て
い
る
。

　
未
来
的
な
新
技
術
か
ら
日
々
の
生
活
に

役
立
つ
商
品
ま
で
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

形
に
し
て
い
る
同
社
。
世
界
に
誇
れ
る
福

島
の
元
気
企
業
だ
。
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１
９
５
２
年
、
ポ
ー
ラ
イ
ト
は
「
粉

末
冶
金
」
に
よ
る
オ
イ
ル
レ
ス
ベ
ア

リ
ン
グ
の
製
造
か
ら
出
発
し
た
。

「
粉
末
冶
金
」
と
は
金
属
の
粉
末
を

型
に
入
れ
て
固
め
、
そ
れ
を
焼
い
て

精
度
の
高
い
部
品
を
大
量
に
作
る
技

術
。
同
社
は
こ
れ
を
皮
切
り
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
開
発
に
着
手
。
今
で
は
、

材
料
自
体
に
油
を
含
め
て
、
無
給
油

で
長
時
間
運
転
を
行
う
「
含
油
軸
受
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
応
用
し

な
が
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
の
裾
野
を
広

げ
て
き
た
。

「
創
業
か
ら
今
ま
で
顧
客
ニ
ー
ズ
を

最
優
先
に
し
て
き
た
」
と
話
す
同
社
。

マ
シ
ン
パ
ー
ツ
や
歯
車
、
自
動
車
部

品
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
情
報
Ａ
Ｖ
機
器
な

ど
あ
ら
ゆ
る
製
品
の
部
品
を
手
が
け
、

そ
の
生
産
数
は
な
ん
と
世
界
一
に
な
っ

た
ほ
ど
。

加
え
て
、
技
術
開
発
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
数
多
く
の
特
許
や
実

用
新
案
を
所
有
し
て
い
る
。

　
石
川
遼
や
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

た
ち
の
活
躍
で
、
ゴ
ル
フ
の
人
気
は

急
上
昇
中
。
今
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー

ル
に
は
若
い
人
や
女
性
客
な
ど
も
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
好

機
と
と
ら
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を

続
け
て
い
る
の
が
ス
イ
ン
グ
ア
リ
ー

ナ
ジ
ャ
パ
ン
だ
。
同
社
は
ゴ
ル
フ
ス

ク
ー
ル
や
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
１
Ｆ
に
あ
る
「
ス
イ
ン
グ
ア
リ
ー

ナ
」
と
い
う
練
習
場
な
ど
を
展
開
し

て
い
る
。

　
ス
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
は
、
ゴ
ル
フ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
12
台
設
置
し
て

お
り
、
そ
の
規
模
は
日
本
最
大
級
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
に
映
っ
た

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
ゴ
ル
フ
を
す
る

こ
れ
ら
の
技
術
は
国
内
外
か
ら
評

価
が
高
く
、
日
本
粉
末
冶
金
工
業

会
な
ど
か
ら
も
数
々
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
直
近
で
は
09
年
に

「
上
下
に
ツ
バ
を
有
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ

モ
ー
タ
用
抜
け
止
め
リ
ン
グ
」
が

新
製
品
賞
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
を
受

賞
。
08
年
に
は
「
安
価
で
低
温
と

高
温
で
の
特
性
に
優
れ
る
車
載
モ
ー

タ
用
焼
結
含
油
軸
受
」
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

す
で
に
活
躍
の
場
は
世
界
に
ま
で

広
が
っ
て
お
り
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
タ
イ
、

ア
メ
リ
カ
に
生
産
拠
点
を
、
香
港
、

フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
営
業
拠

点
を
開
設
し
全
世
界
に
製
品
を
供

給
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

〒
３
３
１
―
０
８
２
３

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町

２
―
１
２
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
―
６
５
３
―
２
２
２
２

h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
o
rite

.c
o
.jp
/

広い室内にズラリとシミュレーション
機が並ぶ

方
式
の
た
め
、
一
見
す
る
と
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

驚
く
ほ
ど
リ
ア
ル
な
感
触
を
再
現
し

て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
の
プ
レ
ー
感
覚

も
楽
し
め
る
。
　

　
さ
ら
に
最
近
は
「
ス
イ
ン
グ
キ
ャ

プ
チ
ャ
ー
Ｓ
Ｃ
１
０
０
０
０
」
を
導

入
し
、
リ
ア
ル
な
パ
ッ
ト
の
再
現
に

も
成
功
。
目
の
前
に
あ
る
ラ
イ
ン
を

読
ん
で
カ
ッ
プ
イ
ン
さ
せ
る
感
覚
が

楽
し
め
る
。
コ
ロ
コ
ロ
転
が
っ
た
ボ
ー

ル
が
「
カ
ラ
ー
ン
」
と
イ
ン
し
た
と

き
の
音
を
聞
く
と
、
他
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
機
と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
。

　
現
在
は
東
北
山
形
店
や
千
葉
市
川

店
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
ほ
か
、
ゴ

ル
フ
レ
ッ
ス
ン
ま
で
展
開
。
お
年
寄
、

女
性
、
子
ど
も
、
初
心
者
な
ど
に
も

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
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同社のマシンパーツ

バーチャル画面ながら
リアルな感触を再現し
ている

社長の菊池眞紀氏



　
埼
玉
県
蓮
田
市
の
「
神
亀
」
は
嘉

永
元
（
1
８
４
８
）
年
に
創
業
し
た

埼
玉
を
代
表
す
る
蔵
元
の
ひ
と
つ
。

蔵
の
裏
手
に
あ
っ
た
「
天
神
池
」
に

棲
む
と
言
わ
れ
る
「
神
の
使
い
の
亀
」

に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
。

　
日
本
酒
の
原
点
で
あ
る
「
米
の
旨

味
と
コ
ク
」
を
追
求
し
て
お
り
、
地

酒
フ
ァ
ン
憧
れ
の
蔵
に
な
っ
て
い
る
。

　
清
酒
の
熟
成
の
技
術
は
、
全
国
の

蔵
元
の
な
か
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

い
わ
れ
て
お
り
、
活
性
純
米
生
酒
か

ら
熱
燗
純
米
吟
醸
ま
で
、
す
べ
て
が

最
高
の
旨
味
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
神
亀
酒
造
は
83
年
に
普
通
酒
の
製

造
を
停
止
し
、
87
年
か
ら
清
酒
の
す

べ
て
を
純
米
酒
以
上
と
し
た
〝
革
命

児
〟
だ
が
、
熟
成
に
よ
っ
て
清
酒
を

さ
ら
に
良
い
状
態
へ
と
持
っ
て
行
く

技
術
は
、
他
の
蔵
元
も
一
目
置
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
神
亀
の
蔵
で
修

業
し
、
酒
造
り
の
技
術
を
磨
い
て
か

ら
自
分
の
蔵
を
継
ぐ
と
い
う
後
継
者

も
多
い
ほ
ど
だ
。

　
ち
な
み
に
、
神
亀
酒
造
で
醸
さ

れ
た
清
酒
は
発
売
さ
れ
る
ま
で
、

最
低
で
も
２
年
間
の
熟
成
を
経
て

か
ら
出
荷
さ
れ
る
。
中
で
も
神
亀

純
米
辛
口
は
、
室
温
で
飲
む
と
他

と
は
異
な
る
厚
み
の
あ
る
味
わ
い

が
特
徴
。
「
辛
口
」
と
書
か
れ
て

い
る
が
想
像
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、

ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
味
に
驚
く
は

ず
。
し
か
も
、
燗
に
つ
け
る
と
コ

ク
と
味
わ
い
が
一
回
り
以
上
も
膨

ら
む
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ま
さ

に
神
亀
の
酒
が
美
味
し
い
時
期
で

あ
る
。
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　1985年、通商産業省産業政策局サービス

産業課を主務官庁として設立。ニュービジネ
スの振興に寄与するために設立された国内
最初の公益法人。
　ニュービジネスとは、既存の業種・業態の
枠組みを超え、事業者が社会の変化やニー
ズを的確に捉え、提供される商品・サービス
に革新性、新規性が認められるか、または経
営手法に新規性が認められる事業で、高成
長、高収益を遂げている事業のこと。
　現在、法人・個人合わせて450名の会員が

おり、その特徴はサービス業から製造業、事
業規模についても多岐にわたる。最近では
資本金3000万円以下の会員が40㌫超となっ

ている。

神亀酒造の蔵

東京都港区赤坂1-6-8
井上赤坂ビル3階
TEL：03-3584-6080

地酒ファン憧れの「神亀：



★イブニングサロンの主な世話人
江田元之 元（財）さいたま市産業創造
財団・理事長／星野弘志 元埼玉県労

働商工部新産業育成課・課長／村重
嘉文　(株)イーシティ埼玉・取締役会長

／野長瀬裕二（学）山形大学大学院理
工学研究科・教授／浜中真人・さいた
ま商工会議所産業企画部・次長

★主な企画運営委員
山田穎二（財）浜松地域テクノポリス推
進機構・事業推進部長／江原秀敏　コ
ラボ産学官・常任理事・事務局長／古
川猛　月刊『コロンブス』編集長（東方
通信社）／根津紀久雄　NPO法人北関

東産官学研究会・理事長／柴田孝・米
沢BNO副代表

月刊『コロンブス』が
元気企業を取材します!!

産業栽培誌・月刊
『コロンブス』
（東方通信社発行）
には、野長瀬裕二
教授の連載コーナー
のほか、地元の元

気企業を紹介するコーナーもあ
ります。これまで、さいたま市
産業創造財団の江田理事長（04
年10月号）やNECパーソナルプ
ロダクツの柴田執行役員（06年
2月号）など、イブニングサロ
ンの関係者・参加者たちの取材
記事を多数掲載してきました。
今後、取材を希望される方はご
連絡ください。

問合せ　TEL：03-3518-8844

　第10回新都心
イブニングサロ
ンで創刊された
「イブニングサ
ロンニュース」

サロン公式サイトで
「ニュース」公開中

は、新都心イブニングサロン公
式サイトおよび発行事務局の東
方通信社サイトにてアップされ
ています。第18号までアップし
ていますので、ご覧下さい。
　今後も引き続き、さまざまな
角度からニュースを発信してい
きたいと思います。新商品や新
技術の開発、ご意見・ご要望ま
でふるってお寄せください。
★イブニングサロン公式サイト
http://www.innovationpartners
.jp/nonagase/evening.htm
★東方通信社サイト
http://www.tohopress.com
問合せ：TEL03-3518-8844
e-mail：ryot@tohopress.com

　
垣
境
精
機
は
金
属
な
ど
の
素
材
を

一
定
の
幅
で
裁
断
し
て
巻
き
取
る
ス

リ
ッ
タ
ー
マ
シ
ン
の
専
門
メ
ー
カ
ー
。

数
ミ
ク
ロ
ン
単
位
に
対
応
し
た
裁
断

技
術
と
高
精
度
な
巻
取
り
技
術
で
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
半
導
体
製
造
分
野

で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
も
そ
も
ス
リ
ッ
タ
ー
加
工
と
は

金
属
、
紙
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
素
材

を
テ
ー
プ
状
に
細
長
く
裁
断
し
て
巻

き
取
る
加
工
方
法
。
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー

や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
食
品
の
包
装

紙
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
か
ら
感
光

材
、
粘
着
材
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
ま
で
、
幅
広
い

の
裁
断
方
式
に
よ
っ
て
バ
リ
の
高
さ

を
数
ミ
ク
ロ
ン
以
下
に
ま
で
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
裁
断
の
精
度
を
高
め
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
の
が
キ
サ
ゲ
加
工

だ
。
こ
の
キ
サ
ゲ
と
は
ノ
ミ
状
の
工

具
を
使
っ
て
金
属
の
平
面
を
削
り
取
っ

て
い
く
作
業
。
「
工
作
機
械
は
、
加

工
の
寸
法
誤
差
が
1
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
キ
サ
ゲ
加
工
は
機
械
加
工
で
は

得
ら
れ
な
い
平
面
度
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
刃
物
を
動
か
す
ヘ
ッ
ド
面

に
こ
の
キ
サ
ゲ
加
工
を
施
す
こ
と
で

裁
断
の
精
度
が
グ
ッ
と
高
く
な
る
」

そ
う
だ
。

　
現
在
は
中
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
に
あ
る
日
本
の
工
場
か
ら
の

注
文
が
相
次
い
で
い
る
。
「
今
後
は

ア
ジ
ア
に
営
業
拠
点
を
設
け
て
販
路

を
拡
大
し
て
い
く
。
課
題
は
さ
ら
な

る
技
術
力
の
ア
ッ
プ
」
と
意
欲
的
だ
。

　
ス
リ
ッ
タ
ー
マ
シ
ン
と
い
う
ニ
ッ

チ
分
野
で
存
在
感
を
示
す
垣
境
精
機
。

モ
ノ
づ
く
り
の
高
度
化
が
す
す
む
な

か
、
同
社
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま
す
ま

す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

「モノづくり」通信簿をつ
ける野長瀬教授

「産業栽培度」

垣
境
精
機
（
株
）

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
下
小
鹿

野
８
７
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９
４
―
７
５
―
３
３
１
０

分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
。
垣
堺
精

機
は
そ
ん
な
ス
リ
ッ
タ
ー
加
工
機

の
専
門
メ
ー
カ
ー
。
そ
の
特
徴
は

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
な
ど
、
高
い
精
度
を
必

要
と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
に
特
化
し

て
い
る
こ
と
」
と
話
す
の
は
代
表

取
締
役
の
垣
堺
正
男
氏
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
独
自
に
開
発
し

た
「
Ｈ
Ｔ
Ｃ
巻
取
り
シ
ス
テ
ム
」

に
あ
る
。
金
属
板
を
裁
断
し
て
巻

き
取
る
際
、
板
厚
偏
差
や
裁
断
し

た
際
に
発
生
す
る
バ
リ
な
ど
が
原

因
で
巻
取
り
径
に
差
が
で
き
る
と

い
う
。
そ
の
た
め
「
そ
の
ま
ま
巻

取
り
を
続
け
る
と
緩
み
や
垂
れ
下

が
り
が
生
じ
、
材
料
に
ス
リ
傷
な

ど
が
発
生
し
や
す
く
な
る
」
そ
う

だ
。
そ
の
点
、
こ
の
Ｈ
Ｔ
Ｃ
巻
取

り
シ
ス
テ
ム
だ
と
「
ロ
ー
ル
ご
と

に
巻
取
り
の
速
度
を
変
え
る
こ
と

で
、
緩
み
や
垂
れ
下
が
り
を
解
消

で
き
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
独
自

垣
堺
正
男
社
長


